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焼上がりの寸法で見本を作る、製品でもＯＫ。 内径、内高寸法を計り控えておく。

厚紙で内側の形をハサミで切りながら取る。第一紙型を裏返しコピー機で1.17倍に。

第二紙型に細部を書き込む。紙の裏にエンピツを塗りこて用板に転写。



ノコギリで大まかに切りグラインダーでならし片刃に。 当て木をした60番紙ヤス
リで荒仕上。

当て木をした240番耐水 こてを使いロクロで試し引きし、微調整して完成。
ペーパーで研ぎ上げ。 ※見本の内径、内高寸法を1.17倍にしたトンボを使用。

道具と材料

版木、厚紙、ハサミ、スケール、コピー機、
鉛筆、ノコギリ、グラインダー、60番紙ヤス
リ、240番耐水ペーパー、当て木、電卓。
※グラインダーは荒目紙ヤスリでも良い。

トンボ３種

中央は竹クシ割り箸、輪ゴム使用。両側は
竹クシ、焼き鳥用クシ使用。作品の内径と内
高を計る道具。
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